
 

 

 

平成30年は特別な猛暑となり全国で熱中症による労働災害が懸念されます。 

「見える化とっとり運動」で収集した熱中症対策の好事例を挙げますので、

改善対策の参考にしてください。 

 

１ 製造業での事例 

エプソンリペア（株） 

    熱中症予防のために基本的な知識とチェック項目を工場内に掲示。 

  

ゼロ災鳥取！  

ゼロ災鳥取 

熱中症好事例集 



  



２ 建設現場での事例 

 ① 東洋・大和・やまこう・懸樋特定建設工事共同企業体 鳥取市新庁舎新

築（建築・庁舎棟）工事 

  ○ 常時暑さ指数（WBGT値）を測定、これに基づく対処を表示している。 

 

 

 

  



  ○ 各職長は、携帯用の暑さ指数（WBGT値）測定器を携行し、適切な作業

を管理している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 工事現場への作業通路にミストが出る扇風機を置き、作業員は現場へ

の出入りする際利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミストが出ている 



 

  ○ 休憩室には、冷凍庫、冷蔵庫、塩あめを配置し、作業員は各自が水筒

を持参している。 

 

  



 ② 大和建設（株） 鳥取西道路重山第 4 改良工事 

    休憩場所に日よけ及び椅子を設置し、表示を行うとともに、異常時の

対応方法についても掲示を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  



  ③ （株）高野組 国道９号長瀬地区改良第２工事 

温・湿度計、熱中症注意目安により意識付けを行うとともに、被災

時の応急措置等を示すもの。 

  



 ④ 田中工業（株） 大路川広域河川改修工事「山白川排水機場新築」（建築） 

      夏季の屋外作業にあたりファンクーラー付きジャケットを着用して熱中

症対策を行っている事例 

 


